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年 5 月 25 日から 6 月 27 日， 2 ㏄ 6 年 4 月 18 日から 5 月 3 日の 
間に ルナ トセンサス法により 計 1.,i 回 ㎝ 2 回ずつ ) 実施しね 
調査 ル @  トは 、 2, ㏄ 0 分の 1 都市計画白図をべースマップとし、 
対象地の十地被覆をその 種類に応じて 偏りなく踏査するよう、 
長さ 2 ㎝Ⅱのルート 区分を重なり 無く 80 ケ所 連続して設定し 
た。 調査は 、 全てのルヒト 区分で、 時郎 勺 2km] で￥歩行しなが 

ら 、 左右，前方，上方約 5m の範囲内で目撃したチョウ 成体の 

出現地点、 ，積塔・個体数・ @ 埋剋批 点・行動・周辺環境状況 を 、 

同 - 個体の重複を 避けて記録した。 種 名は基本的にネットで 捕 
獲して確認し、 出現地点はべースマップへの 記入の他、 ハンデ 

イ GPS を補足的に使用し 記録した。 調査は晴天または・ 薄曇の 
風の弱い日に、 日中の高温時を 避け朝から夕方にかけて 実施し 
たが、 時間帯によりチョウの 出現に違いが 生じることが 予測さ 
れたため、 各回の んトト 区分の調査時間帯が 偏らないよう 調査 

時間と 7% 呈を設定した。 

2- 、 3. 緑被 分布特性の中部 票 算出 
対象地の小規模都市緑被の 空間的な分布による 環境傾度と 
チョウ出現状・ 況 との関連性を 検討，するため、 以下の力法により、 

緑波分布の空間的特性の 指標を算出する。 
(1) 高網 象 % 弱 皮 データの作成 
対象地の植生を 把握するため、 2 ㏄ 2 年 5 月撮影の 0 ・ 25m 解 
像 度 航空写真画像オルソ 補正データ拙 さ式 会社パスコ撮影 ) を 
用いて、 GIS ソフト (Mi ㏄ 0 ㎞㎎㏄ 社 Ⅲ NT 血 ps7.1) にて緑波デ 

ータを作成しね 縁板 は 、 常緑樹林，落葉 ホ琳本 ，植栽 木 ( 都市 
公園・民有地の 植栽や街路樹、 生垣など ), 草地，竹林，果樹 
園，畑地，水生植物の 9 タイプの植生タイプに 区分した。 デ一 

るため、 調査ル - ト区分から異なる 距離の距離 圏は ついて各指 
標の算出値を 集計する。 80 の んワト 区分より、 I0m 圏 ， 25m 
圏 ， 5 ㎝Ⅰ 圏 ， 10 ㎝ ] 圏 ， 2 ㏄Ⅲ圏の距離バッファを 発生させ、 
それぞれの距離圏内について、 各指標の算出値を 集計し、 集計 
値を距離 圏 面積で除した 平均値を算出した。 

①植生タイプの 葉塊度 
集塊 度の指標として、 廣田 ら (2 ㏄ 2P による GCI で℡ n 
C@ter ㎞ dex: み剥 他業 塊 指標 ) を算出する。 GCI ほ 、 あ る地域 
の緑被の集中や 分散の度合いを 示 刑罰 票 であ り、 GDI ( ③㏄ n 
肪 s ㎞㏄㎞ dex 涌 氏地接近指標 ) を任意の地域の 一定面積で除し 
た値であ る。 GDI は、 緑波として抽出された 1 つの画素を中 
心とするあ る格子の範囲内にどの 程度の み 封地 が集 ll している 
かを 示 寸寸 靱票 であ る。 ここでは、 各植生タイプに 該当するすべ 

ての画素 ( 該当する画素を 255, 該当しない画素を 0 とした 解 
像度 0 ． 25m のラスターデータ ) について、 該当画素を中心とし 
て距離に応じた 15 画素四方の範囲に、 フィルタ演算により 重 
み付けマトリックスを 掛け合わせて GDI を算出する ( 図 1) 。 
各距離 圏は ついて、 植生タイプごとに GDI を算出し、 当該植 

生タイプの面積割合で 除した値を、 その距離圏内における 当該 
植生タイプの GO として算出した。 

②異なる植生タイプの 隣接 長 
異なる植生タイプ 間の隣接長の 指標として、 C ひ ㏄ cu]rr ㎝㏄ 
( 呉起 性 ) を算出する。 あ る植生タイプ A に対する植生タイ 
プ B の㏄ - ㏄ C Ⅲ㎝㏄の値は 、 A の画素を ll ‥心としたとき 周囲 
8 方向の隣接画素における B の画素数 (ll 帖画素が A 以外の 

場合は定義しない ) であ る。 ひとつの画素に 対し、 Co- ㏄㏄ uTen ㏄ 

タの 作成にあ たっては、 面積 2 ㎡以上の七言 遜剥疲は ついてポリ 
ゴンを作成した 後、 ベク タ ・ラスタ変換により 角 m 像度 0.25m の 

ラスタ 型 縁板データを 作成した 
㈹調査ル @ ト区分周辺の 緑波分布特性の ォ 目黒 算 :.l: 
調査ル @ ト区分ごとのチョウ 1 。 l@ 種類，個体数、 および植生 
タイプごと面積割合 22 ㏄ m 圏 ) の分布は表 -1 呵 直を得た。 
ここで、 緑波分布に関連した 空間指標として、 植生タイプの 

葉椀 度 ，異なる植生タイプの 隣接 長 ，各植生タイプからの 距離， 
植生タイプの 多様性の 4 つの項目に注目し、 その指標として 下 

記の① 勺 ④を算出した 指標の選定にあ たっては、 景観生態学 

における土地被覆モザイクの 把握において 代表的な空間量で 

あ る、 各種土地被覆のパッチに 関する分布の 空間量、 境界の空 
間量、 位置関係の空間量、 多様性の空間量、 の 4 変量， 4) に基づ 

き、 ラスターデータによる 算出に適した 指標を選定し 7% 
調査ル - トからの距離 圏 に応じた環境傾度の 推移を考慮す 

妻 l 調査 ノトト 区分ごとのチョウ 出現 種数 。 個体数， 
植生タイフ面積割合の 分布 

変数 有効サンブル 数                             標準偏差         最小値         廿   大仁     
出現 総種 数   269     
出現総個体数   1239     
面積割合 (200 市田 胚 ) 
常緑樹林 
落葉樹林 
植栽 木 
草地 
竹林 
果樹園 
  
水生植物 
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の最 対 面は 8 、 最 /J 、 値は 0 であ る。 ここでは、 樹木植生 ( 常緑 変数としてステップフィズ 法による 重 回帰分析を行った。 面積 
樹林，落葉樹林，竹林 ) に対する草地の 隣 妾 、 および植栽 木 と 割合は、 アークサイン 変換を行った ぅ えで分析を行った 重日 
草地・竹林の 瑞 妾は ついて、 常緑樹林一車地，常緑樹林 一 竹林， 帰 分析にあ たっては、 種 数と有意な線形の 関係にない説明変数 
常緑樹林一落葉樹林Ⅱ : 茗 某 樹林 一 草地，落葉樹林 一 竹林，竹林 は除去した。 
一 草地， 植ヌ @ ト一草地，植栽 木一 竹林の各 CoK Ⅸ c@m ㎝㏄を算 - 方、 出現した種を、 幼虫の主な食餌植物の 生月環境および 
出し、 距離 圏 ごとに 各 co 皿 curr ㎝ ce の面積平均値を 算出し プニ 成虫の主な七目環境に 基づいて、 轍芳性 ( 公園植栽やガーデニ 
③各植生タイプからの 距離 、 ノバ 植栽，路傍植物群落などに 多く見られる 穣 ・草地性 ( 草 

各植生タイプからの 届 輔佐による影響を 把握するため、 全ての 地，河川敷などに 多く見られる 千載・ 林窩ざ @ 生 ( マント群落，林 
植生タイプごとに、 該当するポリゴン 画素から lm 間隔の距離 縁環境に多く 見られる 種 ) . 樹林性 ( 樹林の林冠，札内に 多く 
バッファを発生させ、 任意の点、 との最短距離を 算出し、 角午像痩 見られる樹の 4 タイプに分類した ( 表 -2L 。 幼虫の主な食餌 
0 ． 25m のラスタ 型 データに変換した。 距 高祖 圏 ごとに、 各植生タ 植物，成虫の 生月環境は、 文献Ⅵによっ 広 これをもとに、 ル 

イ ブ からの距離ラスタの 面積 平ょ鋤 直を算出し 仁 一ト 区分ごとの出現 種 タイプの組合せを、 「路傍性 種 のみが 出 

④植生タイプの 多様 度 現」，路傍性 種 に加えて ; 草原小曲 重が Ⅲ 暁 ，加えて「林縁 珪種 
各距離 圏 における植生タイプの 多様度の指標として、 0, ㎎ il@  がⅢ 現 ( 樹林性 種は Ⅲ現せず ) 」，「樹林 @ 重 が出現」の 4 段 % ぎ 
ら (1988) による多様 度チ酸女 D 。 向を算出した。 算 :.   Ⅱ方法は 、 に 分類し プ ㌔ 

Di=@ -SP     ， @ (pi)/ln(N) ル - ト区分ご，との 種タイプの組合せを 目的変数、 ルート区分 
㎝ : サンプ八教， p 八 i 番目の植生タイプの 面積割合 ) であ る。 からの各距離圏内の 植生タイプの 面積割合を説明変数として、 

?-4. 分析 分類・ 回 @ 青樹フト (CC 廊 s 苗 C 荻 on ㎝ dRegre 鮒 on 丑 ㏄ s;CART)  に 
㈹植生タイフ 面積割合とチョウ 類出現 ; 概況 めぼ % 系陛 よる分析を行った。 分類・回帰樹木は、 B 違 ㎞㎝ ら (1984) 燭に 
まず、 緑破 面積割合とチョウ 類出現代況の 関係吐を確認する より提案された 手法で、 判別分析に比べ 適用範囲が広く、 モデ 
ため、 ル - ト区分ごとにチョウ 類の権 鼓 友を目的変数、 ルトト 区 か め 構造が分かりやすいため、 今後の利用が 期待される手法で 
分からの足部佳 圏 ごと (l0m] 圏 ， 25m 圏 ， 5 ㎝ ] 圏 ， 1 ㏄Ⅲ 圏 ， 2 ㏄Ⅲ あ るⅨここで分類・ 回帰の基準は、 所属するサンプルの 数が 
圏 ) の緑波面積割合を 説明変数として、 線形 (l 次 ). および対 5 以下の グル - プ はそれ以上細分化しない、 分割して得られる 
数種数のみ対数をとる ) による回帰分析を 行った グル -; プ のひとっに所属するサンプルが 1 しかない分類は 実 

次いで、 植生タイプの 面積割合と @l@ したチョウ類の 種 数 お 施しない、 分割は最大 5 段階まで、 とした 
よび 種 タイプとの関係，性を 分析するため、 以下の分析を 行う。 (2) 環境傾度の オ義宗 とチョウ類出現状況の 関係， 住 
ル @  ト 区分ごとに @l.@ したチョウの 種数を目的変数、 ル @  環境傾度の各指標と 出現したチョウ 類の種 数 および 種 タイ 

ト 区分からの各距離圏内の 植生タイプごとの 面積割合を説明 プめ 組合せとの ぼ 副芽針生を分析するため、 ルート区分ごとに 出現 

表 2  出現したチョウ と種 タイフの分類 ( 矢田， 1998 をもとに作成 ) 

社名 ( 学名 ) 幼虫の主柱食餌植物 
成虫の主な生息．環境 桂 タイプの分類 

神名 草 ホノ木本 

アケ ハチョ       
ナミアゲ l¥ @ 『 aap 力 o0( Ⅰ 石 Ⅰ 研 0 ノ ア ㎡ 力 usxu@ 力 mUS) カラ タチ ・サンショウ・キハダ・ミカンなど ( ミカン 科 ) 木本 人里．市街地など 明るい環境 路傍性 
ア オス ジアゲ /¥ @G 市 フルリ 而 sa ハ rpe@Pedoonn@pponum) クスノキ・タフ / キ ・ ヤフ ニッケイなど @ スノキ 科 ) 木本 市街地の公国に 多 L   路傍性 
キアゲ l¥ (.Papill@o@@aapll1@o)machaonhippPoc 佑 ttes) @ 一 / ジン           ソバ ． ハ ナウ ド   ボウフ ウ など ( セリ 科 @ 草本 草原や田畑など 明るい環境 草地性 
クロア ゲ @¥ ( 月 Pa.ap@ll00 れ材館 引引   ぬ s ノク樽 ten グ dee 屈廣 りひ s) カラス サ ンショウ．まれにキハダ・ウンシュウミカンなどほカン 科 ) 木本 照葉樹林の林縁．人家の 庭など 林撮性   木本 人里周辺に多 t   -( 分析対象外 ) 
シロテ ョウ 科 
モンシロチョウ ( 九 %ofee た % ハれ っ ⅣⅠ ル 。 店 @ キャベツ・ダイコンなど 栽培 種 ．ナズナ・ イヌ ガラシなど野生種 ( アフラナ 卸 ) 草本 キャベツなどの 畑 ．荒地など 路傍性 
モンキテョ ウ ( じ o@,as れ りっ佑み 台侍ゎ P ノり 与りひ 肋 s) シロップ クサ ・ミヤコブ サ ・スズメ ノ エンドウ・ダイスなど ( マメ科 ) 草本 耕作 地 周辺などの明るい 咀境 路傍性 
キテョウ ( 几任 ma(7eer@a み加 cabehecabe) ネム・ クサ フジ・ ハギ 類など ( マメ科 ). クロウメモドキなど @ ロウメモドキ 科 ) 木本 明るい場所が 多いが生息環境広い SStt 
ス ジ グロシロテョウ @ 片時司 bme た梧 me たた ) ハクザオ 類・ ィ スガラシ・オランダガラシ・ダイコンなど 栽培 種 ( ァ ブラナ 科 ) 草本 モンシロチョウよりやや 暗い環境 草地性 
ツマキチョウ @nt わり ん a%s ㏄ ル下捧 ) ヤマハ タザオ ・タネ ッ ケバナ・ ィヌ ガラシなど ( アヲ ラナ 科 ) 草本 林縁．疎林．耕作地など 明るい 机所 林緩 桂 

シジミチョウ 科 
ヤ マト・ ン 、 ノミ ( 月 5e りり oz@zee ん @a 巾 Ⅰ 力 aa@ 古后     草本 日当たりのよい 草地．人家周辺 路傍性 
べニ シジミ ( Ⅰ ノ Caeng ク カわ e ヲ 5 Ⅰ &@m@o) スイバ ・ ギ ・ ンギシ などは子付 ) 草本 明るい草地や 公国など 路傍性   フジ・ クズ ・ ハギ など ( マメ科 ). ミズキ 科 ．バラ 科 ．フナ 科 ．タチ科など 木木 やや高所．花に 集まる 路傍性 
ウラナミ シジミ ( Ⅰ ampldes ぅ oe ゥ c レ s) ソラマメ・アズキなど 卸 @ き @ ま ．ノサ サゲ ・ヤマハギ・ クズ など野生種 ( マメ * 叫 草木 食草近くを敏速に 飛（     草地性 
ウラギンシジミ ( じ 三つ お石卍ねタさ 佑 Ⅲ ね ) フジ・ クズ ・ヤマフン・クラうなど ( マメ科 ) 木本 照葉樹林の林縁に 多 t   林縁性   タヌキ・コナラ・ミズナラ・カシワなど ( フナ 科 ) 木本 相 上 樹林性 

ムラサキシジミ @ 乱射 わけ后カ po りん a), アラカシ・アカガシ・ウラジロガシ・クヌギ・カシワなど ( ブナ 科 ) 木本 かン 類の樹林帯 -( 分析 対錬外 ) 
ナ オミドリシジミ ( 戸 syonl レ sssp わ席 り US). クヌギ・コナラ・ ナラガシヮ ・ミズナラ・カシワなど ( フ ナ 科 ) 木本 平地 - 低山地の若葉広葉樹   ( 分析対象外 ) 
タテハチョウ 科 
キタテ l) ( 月 0 ルワ on@aC 屯 U/ りひ m) カナ ムグラ・カラハ ブソウ などけ 7 科 ) 草木 河 Ⅱ l 敗・荒れ地など 性 車 地 
ヒメ 7 カ タテ l¥ (Cynnt 力 laa ㏄刈 り り ゴボウ・ ァザ ミ   ャ グルマ キク など ( キク科 ). まれにオオバコ ( オオバコ 科 ) 草本 畑地など開けた 明るい 田境 草地性 
アカタテ l¥ (Hanessa りが cal イラク サ ・ セブマオ ・コア か / など ( イラク サ科 ). ケヤキ・ハル ニし など ( 二レ科 ) 草本 / 木本平地 - 低山地の林縁．路傍など 草地性 
) しりタ Ⅰ テ @l (KanlSkaca れ aceno ワ濤 p0 の 起 um) サ )L トリイ バラ・ホトトギス・ヤマ ユリ ・オニ ユリ など ( ユリ 科 ) 草木 低地一山地の 雑木林周辺 林縁柱   フジ・ネムノキ・ ハギ 類・ダイ ズ など ( マメ科 ). ケヤキ・ハル ニし などた し f 拘 木本 日当たりの曳い 林縁 林縁性 
二 アマダラチョウ (Hesf れ石 ノ ar0n@Ga) エノキ・ エゾ エノキなど ( 二レ科 ) 木本 平地 - 丘陵地の明るい 樹林の周辺 樹林性 

セセリチョウ 科   イネ ・ ムギ ・ススキ・スズメ / カタ ビラなど ( イネ科 ). タケ 科 ． カヤツリバサ 科など 草本 日当たりの良い 耕作 地 ．人家周辺 路傍性   チ ガヤなど ( イネ科 ). シラス ゲ など ( カヤツリヴサ 科 ). アズマネ ザサ @ ケ科 ) 草木 日当たりのよい 草地 草地性 
キマダラ セセリ ( 用由 り 坊 us 几 WUm) ァシボソ ・ススキなど ( イネ科 ). アズマネ ザサ など @ ケ f4) 
タイミ ョウセセリ (D 甜巾 わね 枯悸 te@ ゎ ys) ヤマメ イモ ・ナガイモ・オニ ドコロ など ( ヤマメイモ 科 ) 草木 低地 - 低山地の樹林周辺 
ジ ャ / メ チョウ 科 
サトキマダラヒカゲ @Neeooe 互 osc ん身 eMltsc ヵル ) メダケ ・アズマネ ザサ などけ ケ科 ) 草木 雑木林の林縁     アズマネ ザサ ・ ゴ キダケ・メ タケ @ ケ科 ) 敏速に飛翔 し 吸汗 樹林性   

* l 個体のみ確認されたナガサキ 7 ヵⅠムラサキシジミ． ナ オミドリシジミ ぼ 分析対象から 除外した 
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した チョウの種数を 日的変数、 ル @  ト 区分からの各距離圏内の ル @  ト 区分ごとに出現したチョウの 種数を目的変数とした 
植生タイプごとの 4 ヂ割票 (GDl,Co づ oCcurr ㎝㏄，距離，冬菊戴 重 回帰分析の結果、 種 数と有意な相関がみられる 説明変数の う 

の 析を行った曲調票の 算出値を説明変数として、 算出値は対数変換を ステップワイズ 行った 法による つ えで分析を行有意な 重 回帰分 ち 、 25m 変数として抽出 圏内の落葉樹林および 捲 れた 25m ( だ弍 圏内の竹林の ・ 42, 調整 済 面積割合が R2%0 ・ 佃 ， 
った 。 また、 ル @  ト 区分ごとの種タイプの 組合せを日的変数、 畑 0=121.37) ( 哀叫 ) 。 ここで千重 数 と緑波面積割合との 関係 ( 表 
ルート区分からの 各距離圏内の 植生タイプごとの 4 指標の算 -3) に比べ ぱ が低し値を示したのは、 チョウの種タイプに 応 
出 値を説明変数とし、 分類・回帰樹木により 分析を行った。 分 じて選好する 植生タイプが 異なり、 異なる 種 タイプのチョウが 

類 ・ 回討封 沐の基準 嵐 1) と同様とした。 混在して出現する 奉対象地において、 種 数に寄与する 植生タイ 
プ やその組合せが 必、 ずしも一定ではないためと 考えられる。 

3. 分析の結果 一方、 種 タイプの組合せを 目的変数とした 分類・回帰樹木に 

よる分析の結果を 図 -2 に、 また、 抽 @.1@ された説明変数の 分布 
㈹植生タイプ 調査で生息が 確認されたチョウは 面積割合とチョウ 類出現状況の 計 30 種、 出現総個体数 関係性 はを表 -5 に示す。 ィ壺わ 体性および林縁性の 種の出現を特徴づける 
1376 個体であ った。 出現した種数と 緑波面積 害 恰の合計との 変数として落葉樹林 (25m 匿 および 1 ㏄ 血圏 ) の面積割合が 挙 
間 には、 線型回帰および 対数回帰ともに、 いずれの距離 圏 にお げられた。 また、 路傍性，草地性，林縁性の 種の出現を分類 す 

いても有意な 相関関係が確認された ( 表 -3) 。 る 主な変数として、 草地 (1 ㏄ m1 圏 ), 水生植物 (5 № ] 圏 ), 植 

表 -3 チョウ 種 数と距離 国 ごとの縁板面積割合の 関係 

距離目 R@ 線型 < 、 「 有意確率 次 )     対数 有意確率   
10mB@ 0.749@ 0000@ 0.824@ 0.000     路傍性のみ l 
25m@@ 0782@ 0000@ 0819@ 0000 l 田 + 草地性   
5Om 圏 0 ． 767 0000 0 ・ 805 0000 
loomlg)@ 0.766@ 0000@ 0.80)@ 0000 l%+ 睡 + 杯 樹林 掃性 牲               
200mH@ 0782@ 0000@ 0.801@ 0000 

落葉 柑林穏 Ⅱ田面 横 割合 

表 -4 種数を目的変数としたステップワイズ 重 回帰分析の結果   
仕段 : 重 回帰分析の結果，下段 : 説明変数の実 alH 直の分布 ) 

説明変数 ョ耳 召 4 票 準化係荻 標準誤差                                   有意確率 
0530 6.000 0000   0399 0.l2l 0 ． 29l 3293 0 ． 00l 

( 定数 ) 4059 0277 14647 0.000 

                                                                                                                                                                          ,3］ 
ヤケ ネ木 25m 圏     0.83 平均値 集樹林 説明変数 25m 四 有効サンプル Ⅲ @ 数 an @Mean@ 2.72 @Std.DeV@a@@on@ 標準偏差 5.@5 l.97 @Mlnimum 景 ll 、 000 000 @ 頁 @Maximum) 最大値 27・ 1020 三世 ln0@ 圃面抽 % 台 葵臆描甘 l ㏄田田面 頼 割合 一 l- ロ @o" つ @@" 亡 On@? 

表 -5C 献 T により抽出された 説明変数の分布 

落葉樹林 25m 蕎 平均値 説明変数 有効サンプル @N@ 数 (Mean@ 272 @Sld.Dev@a 標準偏差 目 5l5 c 。 り @Minlmum@ 最小値 000 @Maximum) 最大値 2712 
落葉樹林 l00m 臼     1.77 2.38 0.00 

草地 l00m 圏     876 
水生植物 50m 固     069 
植栽 木 200m 圏     7.41 

1@ 33 000 603 ヤケ ネ木 loom 圏     084 
果樹園 l00m 囲 928 000 46.25     G.56   

水生牡 物 ㏄ m 田面積割合   

@ ヤ林 lof 内曲面積 % 台   『Ⅰ 
蒜 姦曲 コ 
図 -2 種タイフ と 距離 国 別の植生タイフ 面積 割恰 との関係 (CART の結果 ;4 段階までを記載 ) 
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栽木 0Ooml 圏 ), 竹林 れ 0 ㎝』 圏 ) の面積割合が 挙げられた。 指数として、 25m 圏内での落葉樹林の 集鬼皮，および 25m 圏 
2) 環境傾度の指標とチョウ 類出現状況の 関係性 内での常緑樹林と 竹林の隣 妾長が抽 @ 」いれた。 このうち、 (1) 
ルート区分ごとのチョウ 類出現 種 数を目的変数とした ステ の結果から、 落葉樹林の集 塊度は、 主に林縁 陸 および樹林性 チ 
ッ プワイズ   重 回帰分析の結果、 落葉樹林の集 塊度 25m 圏 )  ョウ 類の出現要件として 作用していることが 考えられれまた、 
および常緑樹林と 竹林の隣 妾長 (25m 圏 ) による説明力が 高 同様に S¥W の結果とあ わせ、 常緑樹林と隣接する 竹林が、 路傍 
かった ( ㎡ 弍 ． 蝸 ，調整 済 だ二 0 ． 45, Ⅲ 0=,114.93) ( 表め 。 性 以外のチョウ 類の生月、 環境として役割を 果たしていること 

一方、 種 タイプの組合せを 目的変数とした 分類・回帰樹木に が示唆された。 

よる分析の結果を び林縁性の種のと 日現を分類する 図 -3 および 表 -7 変数として、 に示す。 樹林性およ 常緑樹林 表弍種 数を目的変数としたステップワイズ 重 回帰分析の結果 ( 上段 : 重 回帰分析の結果．下段 : 説明変数の実測 値 の 分 ㈲ 
(l0mIl 圏 ) および草地 ( 乃 m  圏 )  の 集塊度が 、 路傍性， 

説明変故 標準化係数 
非標準化係数   Ⅰ 有意確率 

草地性， ぁ梢剥 生の種の出現を 分類する変数として、 落 落葉 は %RGc,, 。 " 囲 0 ． 067 0200 0 ． 5 Ⅱ 3.0l4 0 り 04 
0 ・ 377 l.994 0.050 葉 樹林の集 塊度 Q5m  圏 ), 植き敗 付からの距離 (50 Ⅲ 圏 ), 常緑樹林 ( 定数 ) - 竹林 Co-occurrenence25m 田 0001 3.7 ㏄ 0000 l.150 2.428 0018 

植栽 木 と果樹園の隣要具 (5 ㎞Ⅰ 圏 ) が抽出された。 
説明空 数 有効サンプル 数 平均値 標準偏差 最小値 最大値   

落葉樹林 GC@25m 囲     1704 22 ㏄       50 位 4 考察 常緑樹林 - 竹林 CO-OCCUrrenCe25m 圏     571 03 154937 000 8074  78 

01) 植生タイフ 油潅詰 % 台 と チョウ類出現んに 況の関係性 表 -7 C 蛆丁 により抽出された 説明変数 
チョウ類出現 種 数を目的変数とした 重 回帰分析の結 説明変数 有効サンフル 数 平均値 標準偏差 最 ll 、 値 最大値 

      (Mean)                                                                       
果 、 種 数に対して影響の 大きい植生タイプは、 落葉樹 常緑樹れ Gcl.0" 臣     1649 21 73@ 000@ 5039 

林とャ り 捧十 @ であ り、 とくに狭い範囲 (25m  圏 )  でのそれ 草地 落葉樹林 GC@25m GCl25m 当 田 

    41 18 643 2372 5226 

    1704 2280 000 5042 

らの面積割合が 重要であ ることが示唆されま ニ 植栽 木 - 果樹 口 Co 巾 ccurregnce50m 田     1431 85 2935・ 000 1272632 

植栽木からの 距離 5Qm 出     166 38 6915 7680 37642 

    628 1461 000 5295 

    11 69 1864 000 51 38 

た分類・回帰樹木分析の - 方 、 チョウ類の種タイプの 結果、 組合せを目的変数とし 樹林性，林縁，性のチョ 水生植物 水生植物 植栽 木 GC2 RCltSm GCll ㏄ 皿 m 田 由 m 田     3679 210 3229 4066 

ウ 類の出現要件として、 ・落葉樹林の 面積割合 G5m 圏 ) 
が 最上流で抽出された。 加えて、 広域 (1 Ⅸ㎞ 圏 ) の 落   
葉 樹林の面積善 恰が 樹林性チョウ 類の出現に影響して           路傍性のみ l 

l 才 + 車地 性   
おり、 対象地はきとまった 規模で残る旧農村環境由来     尭 + 林 牡世     

l l--- ロ + 樹林 一 -- 桂 一 1   
の 落葉樹林が、 チョウ類の種タイプの 幅に寄与してい 

宮雌宙舘 GCllo 市田 

ると考えられ ブ ㌔樹林性チョウ 類の生活史における 幼   
虫の食草例えばゴマダラチョウにおける ェ / キ など ) 

や坂蜜腺 例 えばサトキマダラヒカゲにおけるコナラ 
樹液など ) といった生息条件が、 より広い領域での 落 

葉俳 ゎ木 @ 積により担保されていることが ; 云 @@ 変 された。 
路傍性チョウ 類および草地性チョウ 類の '-4530                                                                                                                                                                 
分類に寄与する 変数として、 草地 (1 ㏄ 血 
圏 ) および水生植物 (5 ㎞ 圏 ) の面積割合 五 % 出坤 CClz5 市田 車地 6Cl わ m 田 

    @D,@ve 巾 e@-onl14 『Ⅰ -' 
が さ 抽出され 缶 これより、 草地性チョウ 類                                                                                                                                                       <:・                                                                                                                                                         柚輯 右からの 踵ヰ 5Om 田 植栽 去柑 「． @tl@5am 田   『㍉ lmp り "e@@" 甘 O05l 

も 路傍性チョウ 類，草地性チョウ 

類の分布に影響する 可能性があ <= ． 2BS 09 ・ @@ EB9.0B   >@ 1013@ 65 

        
ることが示唆され 仁 

(2) 環境傾度の オ 割栗 と チョウ類出 
現状況の関係性 
チョウ類の出現 種 数を目的変 
数とした 童 回帰分析の結果、 チョ 
ウ類の種数に 対して影響のあ る 

  
区卜 3  種タイプと SE 再往 佳婁月 Ⅱの㏄ l, CO@ ㏄㎝ rrenCe. im 離 )@  との掛糸 (CA 尺 T の 結占鳥 ;3E 投 7% まで @  ミ己載 . 
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一方、 チョウ類の種タイプの 組合せを目的変数とした 分類・ 回 

帰 樹木の結果からは、 まず、 樹林性チョウ 類および林縁性チョ 
ウ類の出現に 影響する変数として、 10 Ⅲ圏内の常緑樹林の 集 
塊度 ， 2.5m 圏内の草地の 集鬼皮 ( 高い場合に オ 榊家住チョウ 類 
の出現に寄与 ) が挙げられた。 また、 10 皿圏内の常緑樹林の 

集 塊度 が低い場合、 落葉樹林の集 塊度は 5m 圏 ) も林縁 浬 チ 
ョウ類の出現に 影響した，対象地において、 叫湘縁のソデ 草本群 
落 ，および 林内 ・林間のパッチ 状の車地または 落葉樹フ @@ にお 
いて、 種 タイプの幅が 広がることを 示唆され 仁 また、 小規模 
でもあ る程度まとまった 常緑樹林，草地，落葉樹林のモザイク 
が、 対象地のチョウ 類の〒 封 目の幅に寄与していることが 示唆さ 

れた。 分類・回帰樹木の 結果より、 なかでも林縁 性 チョウ類が、 
チョウの ォ封目 全体の幅の キ 割栗となっていると 考えられた。 上記 
のような 材 ヤ家および植生のモザイクは、 ウラギンシジミ ，コミ 

スジ ( 幼虫食草は クズ ，フジ等 回財ロ ツル サ回物 ) や 、 ダイ 2 

ョ ウセセリ ，ルリタテハ [ 幼虫食草はヤマメイモ ，サルトリノ 
バラ等 ) などの林縁田井重の 生息にとくに 寄与すると考えられる。 

(3) 対象地の都市内微小禄 被 分布と生態系ネットワーク 機能 
既往研究エ別において、 チョウ類成虫の 個体数は餌資源と 密 

接に関係していることが 示されている。 とくに自然環境では、 
森林の材寺家部草地や 林内の空地，道路 脇のソデ 群落において、 
餌 資源の幅が広く、 材縁 環境とチョウ 類の多様 度 との関連性が 

知られている 2 週。 本研究では、 都市内の微Ⅱ 蹄衰 被の分布形態 

本研究では、 都市内線 被 分布の特性として、 植生分布の集 
塊度 ， % 安 長 ，距離，多様 度は ついて定量化し、 チョウ類の出 
現代沢との関係性を 把握し 7% 
都市の緑化計画や 敷地スケールでの ビオ ト一フ信士 回 におい 

ては、 生物生月環境の 観。 点からの客観的かつ 具ィ村勺 な保全・ 向 : 
生日標の設定が 設定であ り、 その際、 よりま幸ネ口な 緑波分布と生 

物種の多ヰ菜 @ 生 との関連性とを 分析したうえで、 保全，再生する 
環境の空間的目標を 設定することが 有効であ る。 

都市域の環境傾度は、 田 相方な観点も 含め、 景観を植生など 
の聖ほ % 冑 成の多様な側面により 形成され、 その分析の視点は 多 
岐にわたる。 今後は、 都市域の自然環境の 残存状況を、 その成 
立の要因や過程をふまえて、 立体的に捉える 視点も踏まえた 分 
析を行うことが 課題となる。     - 方、 緑 被 分布による生態系ネッ 

トワーク機首請判 面を 、 人工衛星や航空機等による 高角佃家 度 の 緑 
被 モニタリンバ 2% 荷を活用して、 より広範囲に 展開していくこ 
とも今後の課題であ る。 
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